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yDAxAB  , とすると 182644  yx  ──① 

三角形 BCDは二等辺三角形であり、  CDBCBD とすると 

正弦定理より 
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これより 
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円周角の定理より、  CADCAB であるから 2BAD  
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三角形 ABDに関する余弦定理より 

 xyxyxyyxxyyxBD
25

36
18

25

14
2)(2cos2

25

78 2222
2

2    

 12168)7890)(7890(7851836 222 xy  56xy  ──② 

 

①と②より、 yx, は二次方程式 056182  tt の 2解であり、 

 0)14)(4(  tt  14,4t  

 

したがって 14,4  DAAB または 4,14  DAAB  ……(答) 
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